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Global Carbon Cycle Observation and Analysis セッション開催報告 
 

2015 年に採択された気候変動に取り組むための国際的な枠組みである「パリ協定」が採択され、気
候変動の対策のために、温室効果ガスの吸収・排出量を正確に把握することが求められています。さら
には、今後 5 年に一度、グローバルストックテーク、と呼ばれる、国毎の温室効果ガス収支の提示「棚
卸し」がパリ協定の達成状況のモニタリングとして必要とされています。このような中、本センターで
も、本年 4 月より 環境研究総合推進費 戦略課的研究開発領域 SII-8「温室効果ガス収支のマルチスケ
ール監視とモデル高度化に関する統合的研究」に着手しております（参照：ニュースリリース 
https://ceres.chiba-u.jp/2654/）。 
本セッションは、地球の温室効果ガスの動態を把握する研究を集め、その動向・方向性を共有・議論

することを目的に開催しました。本セッションは、6 月 5 日(土)の午前の時間に口頭発表セッションと
して 12 件の発表を行い、夕方の時間にポスターセッション 6 件を開催しました。口頭発表セッション
では、大気濃度から温室効果ガスの収支を推定（逆推定）する大気逆解析モデルによる研究発表や、温
室効果気体を観測する衛星リモートセンシングに関する、海洋・陸域などのボトムアップ推定手法など、
4 件の招待講演（日本より 2 件、米国、オーストラリアより各 1 件）と、8 件の口頭発表（日本グルー
プ）を開催し、活発な議論が行われました。土曜日の午前中にも関わらず 50 名以上の参加がありまし
た。本センターからも、小槻研究室の Hu 博士、筆者（市井）が口頭発表を行い、当研究室の学生 2 名
(Zaya, Wang)がポスター発表を行いました。 
国内・国際の情勢としては、パリ協定に対して様々な国が取組を始め、カーボンニュートラルの世界

を目指して、非常に大きな進展が起きているような状況です。本センターからも温室効果ガスの収支の
モニタリングを中心にして、パリ協定などへの国際協定にも貢献できる成果をあげていきたく思うとこ
ろです。 

（市井和仁） 

 

JpGU Meeting 2021：Virtual 
Terrestrial monitoring by GEO satellitesセッション 

 
 山本（筆者）と市井教授、三浦教授（ハワイ大）は、昨年度に引き続き静止気象衛星を用いた陸域観
測研究に関するセッションを企画しました。昨年は口頭・ポスターにかかわらず iPoster で発表し、セ
ッション参加者同士の議論に DFS（Discussion Forum Session）が設けられていましたが、今年は Zoom
上で 1 件１５分の口頭発表を行い、ポスター発表は大会ページ（Confit）に資料を掲載する、といった
シンプルな形式に変更されました。また、口頭発表資料も Confit 上の各発表に割り当てられたページ（図
１）に載せることができ、閲覧者が自由にコメントを書き込めるようになっていました。 



本セッションの発表件数は口頭 6 件・ポスター3 件で、内容は地表面反射率や地表面温度の推定、植
生フェノロジーの解析、都市ヒートアイランド解析、干ばつのモニタリングなど、開発から応用研究ま
で様々なものがありました。招待講演では、Wang 博士（NASA Ames 研究センター）に米国の静止軌
道衛星 GOES-R の可視・近赤外データを用いた陸面の反射率特性の推定に関する研究、Huete 教授（シ

ドニー工科大）にひまわり 8 号の植生指数データ
とサイトの植生観測との比較研究、竹内教授（東
大生研）にひまわり８号データを用いた干ばつモ
ニタリング研究についてお話しいただきました。
当日の口頭発表セッションでは約 40 名の聴講者
が参加し、Zoom のチャットボックスも利用した
活発な議論が行われました。昨年度よりも聴講者
が若干増え、また発表内容も応用事例の幅が広が
っており、この分野がじわりじわりと盛り上がっ
てきているような印象を受けました。 

（山本雄平） 
 
 
 

 

Pukyong National Univ. (Pusan, Korea)との 
大気リモートセンシングに関する合同セミナー 

 
梅雨真っ只中、とはいってもそれとは無関係の Zoom を

用いたオンライン形式で、令和３年６月３０日に当センター
入江研究室と Pukyong National Univ.(Pusan, Korea)の
Hamlim Lee 教授の研究室との大気リモートセンシングに
関する合同セミナーを開催しました。およそひと月前に、韓
国の静止大気化学衛星センサー（GEMS）の検証のための集
中観測についてのオンラインミーティングに参加した際に、
入江の旧友である Hamlim Lee 教授と会い、その後連絡を取
り合う中でお互いの研究室の合同セミナーを実施しようと
いうことになり、急遽開催することになりました。 
研究グループ・大学・国の垣根を越え、カジュアルな形式

で、大気リモートセンシングの最新の研究について議論を行
い、また、相互の研究室の交流を深めることができたと思い
ます。コロナ禍においてなかなか実現させることが悩ましか
った国際レベルの研究を通じた海外の研究グループとの交
流の経験を、学生たちにもたらすことができたことが最大の
収穫でした。急遽お願いしても口頭発表を積極的に行ってく
れた各学生の感想を以下に紹介し、本稿を締めくくります。 

図１．筆者の発表ページ画面。「Comment」をクリックするとチャットボックスが開き、オンデマンド
形式の議論ができる。本件へのコメントは０。 

 

合同セミナーのアジェンダ 



● 今回、初めて他大学との合同セミナーに参加させていただき、同じ大学院生の研究成果を見ること
で刺激を受けました。とても貴重な経験をさせていただきました。（大野健 M1） 
 
● 口頭発表の機会を頂き、最新の衛星観測に関する研究を知ることもできました。今回の合同セミナ
ーは貴重な経験になりました。（齊藤輝 M2） 
 
● 英語での口頭発表や、海外の方の研究成果を聞いたりと非常に貴重な経験をさせていただきました。
この経験を活かして今後の研究に取り組んでいきたいと思います。（小林大祥 M2） 
 
● オンラインミーティングを通じて、Pukyong National 大学との合同セミナーにて英語での発表が初
めてでした。緊張しましたが、無事に発表が終わり、向こうの学生の方からも質問をいただいて、大変
勉強になりました。同じく大気リモートセンシングの研究を取り組んでいる学生や研究者たちの発表を
聞けたことは、研究の視野が広かるだけではなく、いろんな知識を吸収し、今後の研究にも役に立つ貴
重な経験でした。（蔡穎 D1） 
 

 

合同セミナーの最後に撮影したスクリーンショット画像（入江研究室 D3 桃井さんより提供） 
 

 

IPBES-IPCC の生物多様性と気候変動に関する 
合同ワークショップ報告書の出版 

 
IPBES (Intergovernmental science-policy Platform on Biodiversity and Ecosystem Services; 生物多様

性及び生態系サービスに関する政府間科学-政策プラットフォーム)は、生物多様性や自然環境に関して
の世界中の科学的知見を集約する主に研究者で構成される政府間の組織です。筆者は、2016 年よりこ
の活動を通して、地球規模評価報告書の執筆に関わってきました。今回は、もう一つの重要な国際課題
である気候変動の政府間組織である IPCC (気候変動に関する政府間パネル)との合同ワークショップを
昨年 12 月に行い、両者の間での合同評価報告書を 2021 年 6 月 10 日にリリースしました。筆者もこの
執筆に関わりました。 

（入江仁士） 
 



今回のワークショップレポートは、IPBES と IPCC の間での初めての共同作業・共同出版物として世
界の中でも注目を集めておりました。例えば、気候変動を防止するためには温室効果ガス放出の削減、
もしくは、吸収量の増大が必要となります。植林をしたり、もしくは燃料となる植物を植えることによ
り、温室効果ガスの放出量の面では、削減の期待が持てますが、生物多様性の面からは、多様な生物相
が、プランテーションなどの単純な生態系となり、生物多様性の維持
の上で問題が生じます。これはあくまで一つの例ですが、気候変動の
対策を行う際には、生物多様性の面での影響を考慮することが重要で
ある、というのが重要なメッセージとなっています。 
気候変動と生物多様性の間には、本来非常に強い関係があるのです

が、両者を同時に考えることはこれまでなかなか困難でした。気候変
動については、パリ協定が国際間で合意され、対策がこれから進むと
期待できます。生物多様性については、2010 年に策定された国際目
標である「愛知目標(Aichi Target)」の目標期間が終わり、今年度には
次なる目標であるポスト愛知目標が合意される見込みです。また、
2021年6月に開催されたG7サミット(主要7カ国首脳会議)において、
生物多様性の保全の重要性も議論されるなど、国際課題として生物多
様性の問題が強く意識される時代になってきていると感じています。 
本ワークショップ報告書の表紙。本文は、https://www.ipbes.net/ で、閲覧が可能です。 

（市井和仁） 

 

Pre Conference of APSAR 2021 
Online Tutorial Series on Synthetic Aperture Radar 

～ 3 June 2021：http://apsar2021.org/tutorial-series/ ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 7 回アジア太平洋合成開口レーダ国際学会（APSAR 2021：http://apsar2021.org/）が 2021 年 11
月 1 日～5 日の日程でバリ島にて開催予定です。それに先駆けてのプレカンファレンス・オンラインチ
ュートリアルシリーズが盛況のもと終了しました。マイクロ波 SAR に興味のある方は、ぜひ本会議に
ご参加ください。ご登録、お待ちしています。 
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